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集
落
営
農
と
は
、
一
戸
の
農
家

で
は
解
決
で
き
な
い
地
域
の
農
業

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
、
集
落
み

ん
な
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決

策
を
見
つ
け
、
農
家
も
集
落
も
力

を
合
わ
せ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
農

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
国

も
担
い
手
策
の
一
つ
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
や
農
業
機
械
の

過
剰
投
資
に
よ
っ
て
、
個
別
経
営

で
は
地
域
の
農
業
を
維
持
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
稲

栽
培
で
は　

�
以
上
の
ほ
場
・

・

で
効

２０

率
的
な
作
業
を
行
わ
な
い
と
採
算

が
合
わ
な
い
と
い
っ
た
試
算
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
農
業
は
中
山
間
地

域
の
た
め
耕
作
面
積
も
狭
く
、
総

農
家
数
が
年
々
減
少
し
、
耕
作
放

棄
地
は
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

市
は
、生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
労

働
力
不
足
の
解
消
、
農
地
保
全
の

た
め
、
集
落
営
農
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
が
住
む
地
域
で
も
、
集

落
単
位
で
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か

の
集
落
が
協
力
し
合
っ
て
「
新
し

い
農
業
生
産
の
し
く
み
」
を
作
り
、

「
集
落
の
力
」で
農
地
を
守
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

集
落
営
農
で
農
地
保
全
・
低 
コ
ス
ト

設立までには何度か会議も必要です

支
え
あ
っ
て
農
業
を

集
落
営
農
の

主
な
メ
リ
ッ
ト

▽
機
械
の
共
同
利
用
や
共
同

作
業
で
コ
ス
ト
低
減
が
図

れ
ま
す
。

▽
農
地
が
有
効
に
利
用
で
き
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
が
防

止
で
き
ま
す
。

▽
転
作
作
物
の
団
地
化
や
特

産
作
物
づ
く
り
が
行
え
る

な
ど
、
転
作
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
農
地
を
預
か
る
組
織
が
あ

れ
ば
、高
齢
者
も
安
心
で

き
、生
活
に
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
ま
す
。

▽
構
成
員
の
経
験
、
技
術
、

知
識
、
体
力
等
に
応
じ
た

役
割
分
担
が
可
能
で
す
。

集落で地域の実態や悩み、集落内の耕作放棄
地、集落の将来の担い手をどうするか等につ
いて話し合うことから始めます。

各戸の後継者の有無や機械の保有状況、農地
の利用状況等についてアンケート調査を行
い、実態を把握します。

アンケート結果や話し合いの内容から集落
の目指す姿（ビジョン）をまとめ、みんなの合
意を得ます。

農作業の受託希望やオペレーター（※）を明確
にして、組織体制を整備。さらに営農計画や規
約を作成し、総会を経て、組織を設立します。

※オペレーター…田植機やコンバインなどを操作する人

集落営農へのステップ
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農地を守る研修会

と　き　11月12日�
　　　　午後零時45分～午後3時30分

ところ　総合文化会館レクチャールーム

内　容　①基調講演
　　　　　「中山間地域で集落営農
　　　　　　活動を持続させるために」

　　　　②パネルディスカッション

主催　高梁地域担い手総合支援協議会

■問い合わせ・申し込み
農林課農政係（��０２２３）、参加希望者
は電話でご連絡ください。

ご参加ください
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主な年間
スケジュール

計画
（水稲作付け面積など）

育苗ビニール張り

播種

田植え

研修旅行

黒大豆植え付け

ラジコンヘリ防除

稲刈り

1月中旬

３月

1月中旬1月中旬４月初～中旬

５月中旬

５月末

６月中旬

８月

９月中旬

　

「
桐
山
・
平
田
低
コ
ス
ト
営
農
組

合
」
は
、
平
成
４
年
に
、
ほ
場
・

・

整

備
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

将
来
の
農
業
の
在
り
方
を
み
ん
な

で
考
え
、　

戸
（
現
在　

戸
）
の

１４

１７

農
家
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
田
植

機
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
県
・
市
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
購
入
し
、

残
り
の
農
機
具
は
持
ち
寄
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
共
同
育
苗
に
も
取
り

組
み
現
在
で
は
、
約
３
４
０
０
枚

の
苗
箱
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
７
０
０
枚
を
組
合
で
使
用
し
ま

す
が
、
残
り
は
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
や
周

辺
農
家
か
ら
の
請
け
負
い
で
す
。
組

合
で
管
理
す
る
水
稲
作
付
面
積
は

約
４
�
。田
植
え
、
刈
り
取
り
作
業

受
託
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る
防
除

作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

転
作
と
し
て
黒
大
豆
な
ど
を
植
え
、

田
を
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

米
価
の
低
迷
に
よ
り
一
段
と
稲

作
経
営
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

付
加
価
値
の
高
い
米
生
産
技
術
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
組
合
で
は
、
疎
植
に

よ
る
特
別
栽
培
米
（
減
農
薬
減
化

学
肥
料
栽
培
米
）
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成　

年
に

１８

行
っ
た
実
証
試
験
で
は
、　

�
の

１０

田
に
通
常　

枚
の
苗
箱
を
用
い
る

１８

と
こ
ろ
を
、　

枚
に
抑
え
る
こ
と

１３

が
で
き
ま
し
た
。
防
除
面
で
は
、

ぬ
る
ま
湯
を
利
用
し
た
種
子
消
毒

や
病
害
虫
の
発
生
に
応
じ
た
必
要

最
低
限
の
駆
除
を
行
い
、
肥
培
面

で
は
有
機
質
肥
料
を
約
５
割
含
む

肥
料
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
試
験
で
、
あ
る
程
度
の
実
績
が

得
ら
れ
た
た
め
、
今
年
は
作
付
け 組合長の藤森さん

主な活動
組合員
戸　数

設立年組　合　名

中山間地域等直接支払制度への加入
を機に 2集落で設立。現在、田植
え・刈取り・防除をオペレーター作
業により行っている。

７０Ｈ１２
川関農用地等
管理組合
（有漢町）

農家の高齢化による将来への危機感
から設立。中山間地域等直接支払制
度や農地・水・環境保全向上対策に
取り組みながら、共同防除や田植え・
刈取りのオペレーター作業を行って
いる。

１６Ｈ１９
迫営農組合
（成羽町）

中山間地域等直接支払制度に取り組
む隣接した 3集落が核となり、地域
住民アンケート等、検討を重ねた結
果設立。今後、共同育苗や田植え、
黒大豆栽培などに取り組む。

３３
Ｈ２０
（３月）

平川北都営農
組合
（備中町）

その他主な集落営農組織

※市内には２６の集落営農組織があります。（高梁農業普及指導センター調べ）

特集 高高高高梁梁梁梁市市市市のののの農農農農業業業業高梁市の農業

特
別
栽
培
米
に
も
取
り
組
む

桐
山
・
平
田
低
コ
ス
ト
営
農
組
合　
（
川
面
町
）

を　

�
に
増
や
し
ま
し
た
。

１.４

　

「　

代
後
半
か
ら　

代
ま
で
が

５０

８０

農
地
を
荒
ら
さ
ず
現
状
維
持
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
は
高

齢
化
な
ど
で
作
付
け
で
き
な
く
な

る
人
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
に
は
、
市

外
へ
出
た
若
い
人
も
帰
っ
て
き
て

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
普
段
の

作
業
は
大
変
。
で
も
、
み
ん
な
で

新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
」
と
組
合
長
の
藤
森
大
さ
ん
�
。

　

後
継
者
不
足
の
中
、
組
合
を
ど

う
継
続
し
て
い
く
か
が
課
題
の
よ

う
で
す
が
、
集
落
で
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
低
減
や

農
地
保
全
が
図
ら
れ
、
何
よ
り
み

ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
が
豊
か
な

集
落
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

後継者（オペレータ）による共同田植え


